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飼い主とペットの口腔内細菌の関連についての研究
○葉山　俊
葉山動物病院
【背景】
ペットの室内飼育が増え、人とペットの接触が今
まで以上に濃厚になっている。ペットの歯磨きの重
要性や口腔内環境について関心が高まり、ペットと
のキスや口移しは、公衆衛生上好ましくないという
見解が広まっているが、そのリスクがどの程度であ
るか実態がつかめていないのが実情といえる。
【目的】
ペットの歯周病原因菌の保有状況を酵素活性の測
定により検討するとともに、飼い主とペット双方の
口腔内から採取したサンプルを用い、Real time PCR
で歯周病原因菌叢ついて比較検討した。
【方法】
2018年 4月から 9月までの間に当院に来院された
26例のペットおよび同意が得られた 24例の飼い主か
ら口腔内サンプルを採取し以下の試験を行った。
① ペット 26例について、歯周病原因菌が特異的
に産生するトリプシン様酵素活性測定キット
（ADplit：アドテック社）を用いて酵素活性量の
測定（スコア判定）を行い、歯周病重症度スコア
分類と比較した。
② 飼い主とペット双方の口腔内サンプルが採取で
きた 24例について、ヒトの歯周病との関連性が
最も高いと言われている 3菌種Porphyromonas 
gingivali、Tannerella forsythia、 Treponema denticola
および動物の歯周病変部位から高頻度に分離さ
れるPorphyromonas gulaeの保有についてReal 
time PCRにて調べた。
【結果】
酵素活性測定結果
① 酵素活性はペット 26例中 17例でスコア値２以
上を示した。
② スコア値と歯周病重症度スコア分類には相関性
が見られた。
Real time PCR測定結果
① Porphyromonas gingivalisは、飼主から 32.1％、
ペットからは 3.8％検出された。
② Tannerella forsythiaは、飼主からもペットからも
100％検出された。
③ Treponema denticolaは、飼主から 14.3％、ペット
からは 30.8％検出された。 
④ Porphyromonas gulaeは、飼主から 3.6％、ペット
からは 88.5％検出された。
⑤ 飼主とペットに共通して検出された割合は、 
Porphyromonas gingivalisが 0 ％、Tannerella 
forsythiaが 100％、Treponema denticolaが 4.2％、
Porphyromonas gulaeが 4.2％であった。
【考察】
歯周病重症度と酵素活性測定キットのスコア値は
相関性が認められたことから、歯周病原因菌由来ト
リプシン様酵素がペットの歯周病の病態に関与して
いることが示唆された。飼主とペットとの共通感染
については、別の感染経路である可能性も考えられ
るため、本研究では明らかに出来ないが、 Tannerella 
forsythiaが飼主とペットから 100%検出されたことは
本菌が常在菌として双方に定着している可能性が考
えられる。
ヒトで報告の少ないPorphyromonas gulaeが飼主の
口腔内に存在する場合は、ペットからの感染を示唆
し、飼主とペットの接触について獣医師を含む動物
病院スタッフが啓蒙する必要がある。
